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本業務の目的と委員会の構成
（令和５年度海洋プラスチックごみによる生物・生態系影響把握等業務）

背景：マイクロプラスチック（MicP）の生物・生態系への影響が懸念されているが、現時点では科
学的知見が少ないため、その有害性やリスクを可能な限り定量的に明らかにすることが必要。
目的：MicPのばく露・環境中運命、水生生物に対する有害性等に関する科学的知見を収集し
た上で、生物・生態系への影響※を定量的に把握する。

物化性状ばく露 有害性

【有害性評価分科会】
文献査読時の留意点の精査と査読に係る課題
の取りまとめ
水生生物（魚類、甲殻類、その他(二枚貝類)）に対
するMicPの影響濃度を把握

リスク評価

【リスク評価検討委員会】
ばく露と有害性の結果を用いたMicPのリ
スク評価手法を検討

【ばく露等評価分科会】
微細粒径のMicP（粒径＜300μm）の推計手法に関する整理
と課題の取りまとめ
有害性と比較可能なパラメータ（個数、重量、体積、表面積等）
間の換算の精緻化に向けた検討と課題の取りまとめ

※ 主に水生生物（魚類等）への
粒子による影響を想定


